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Abs篭ract

We 　examin θd　two　dlfferen竜systems 　between　Naturai　ColourSystem （NCS ）and 　Munsell　system ．　 They

are 　composed 　 by　each 　parameter ，　 HQwever 　we 　rece 「ved 　 result 　that　the　experimental 　data　on 　the

va ［idity　of　NCS 　notation 　is　the　same 　data　as 　Munse 目 notation ．　 Becouse 　it　is　based 　Qn 　the　intervening

hues　data，　 The　exa 師 ne 　is　for　the　four　elementa ［y　colors （Y，　R，　B　and 　G ）cQrrspQnding 　5Y，4R，10B

and 　5G 　of　Munsell　notation ．　 As　bases　on 　the　result，　we 　converted 　40　hues　of　Munse臼system 　to　NCS

notation ，　and 　compared 　the　intervenmg　hues　da†a　of　Munse11　notation 　with 　its　of　NCS 　notation θvery

four　hue　bGatiQns，
　Y −R，　 R−B，　B−G　 and 　 G −Y ，　 The 　data　shows †hat　there　 is　no 　 diffrences　between 　the

Munsell　 system 　 and 　 NCS ，

要　旨

NO ＄色表記の確認実験から得 られ た 中闘色相のデ
ー

タは NOS 表記 で あ っ て もマ ン セ ル 表記 で あ っ て も 大 き な 違

いが見 られなか っ た。シス デムの成立が全 く異なる これ ら 2っ の表色系に見られるこの
一

致を確認するために ， マ

ン セル シ ス テムから選んだ4fi色相とNOS 表記に変換された40色相の色相ス ケール の 差を，各シス テ ムに対応する

4 つ の 基本有彩色 （Y ・R ・B ・G ）を基準として とら え直し，Y − R ・R − B ・B − G ・G − Y の 4 つ の色相間

で その中位点 となる色相を比較 した 。 この結果から 4 つ の基本有彩色の中位点にあたる色相は，システム に よる顕

著 な差が存在 しな い と い えた 。
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　1．はじめに

　赤 ・青 ・黄 ・緑 ・黒 ・自とい っ た色は方位，大地，

空気と い っ た人閤をとりまく世界を成立さ せ て い る構

造 の 表象の ためにシ ンボル化された 。 その具体的事象

が無限性を表す場合，環状に 配置されてきた 。 こ の よ

うな色の在り方は文化こ との多様性を示すし，そ の歴

史的背景も非常に古 いもの で ある 。

　そ の よ う な表象か ら離れて色の 世界だけを独立 させ

て構造化しようとする試みがなされるなか，光の分解

による ， 色相という独立 した構成要素の概念が作 り上

げ ら れた 。 基 本色 と さ れた 6色 か ら自と黒は色 の 世界

の他の構成要素 に 分化する こ とにより，色相環が考え

られた。
こ うして 臼と 黒 を 結ぶ 無彩色の ス ケ ール を軸

とする色相で構成ざれ る色立体が次々 と考案され ， 漠

然と した色の世界は次第にまとま りの ある圧縮された

色空間 と して認識 さ れ 始め た 。

　三次元の色の世界を立体図と して二 次元平面上 に表

現する こ とが可能になり， カラ
ーオーダーシス テ ム的

な考えが生まれ てきた。 こ うした三 次元空間で 構成さ

れる色をシ ス テムの概念 に従 っ て二 次元平面上に展開

し，配列する こ と に よ っ て カ ラ ーア トラ ス は成り立 っ

て い る 。

　色相環の比較 を行 っ た研究は ， あるシステム と他の

シ ス テ ムの相対的な比較研究の
一部として見られる 。

色相の 概念が根本的に異なるシス テムはな く，比較の

視点は色相のスケ
ー

ル間隔にある 。 こ こ で 問題 となる

のは ， NOS の ように ス ケ
ー

ル化するための基準を設

けて い るシス テ ムが存在する こ と で ある 。 NOS の色

相環 に 関する比較研究は い くつ か見られる が，こ の よ

うな基準を考慮 した研究が見 られない の で こ こ で報告

する 。

　2．マンセルシステムとNOS の色相環の考え方の違い

　18世糸己半 1ま以 降 19世 系己末 1こ カ
、 「ナて

，　Lambert ，

Runge ，
　 Chevreul ，

　 Wundt らに よ っ て色立体

は次々と発表され ， カラ
ーオーダーシ ス テ ム的考え方

の 発生を み る こ とが で きた 。 さ ら に 今世紀 に 入 る と

Mun ＄ eIl，06twald らによ っ て シ ス テ マ チ ッ クな

色の体系化の概念が もた ら さ れ た 。 現在 主 流 に あ る カ

ラ
ー

オ
ーダー

システム としてはマ ン セ ル シ ステム，

NaturalOolorSystem （N ⊂｝∈∋）
1）

，
　 POOS ，

DIN な どをあげる こ とが で きる 。

　画家で もあ り美術教育者 で もあ る A ．H ．　 Munsel ［

に よ っ て 創案 ざ れた マ ン セル シ ス テ ムは，現在，日本

の 色彩に関連する分野で 広 く活用されて い る 顕色系の

代表的なカラ
ー

オ
ーダーシ ステム である 。 こ のシステ

ム の 色相環 は，基 本 と な る 5 色相 の 赤 （R ＞・黄

（Y ）・緑 （〔∋）・青 （B ）・紫 （P ）とそれぞれの物理

補色に よ っ て 円周上を 10分割 し，ざ らに 10進法的に細

分して い る 。 こ の シ ス テ ム で は色相間は感覚距離尺度

で 構成され て お り ， 知覚的に等差距離にあるとざれ て

い る 。

　スウェ
ー

デ ン規格として 発表された NOS の色相環

は ， Herimg の反対色説に基礎をおいた基本色の Y ，

R，B ， 〔∋を色相環上 で 直交するように90度間 隔に配

置 す る 。 色相 は ， 例 え ば Y − R 色 相 問な ら Y80R
（Y20 ％ ，　 R8 臼％ で 構成され る 色 み ）と い う よ う な基

本色に対する類似度である比率尺度で構成される 。

　シス テムが異な っ て い て も ， 色相環 に表される色相

は 同じ順序 に従い，時計回 りも しくは 反時計回 りと い

っ た回転方向の違い と色相間隔の違い はあるにせよ，

無彩色軸のまわりに円環状に配列 され て い るもの がほ

とんどで ある 。 こ の ように異な っ た シ ス テ ムにおける

色相環を比較 した研究報告が見 られる 。

　マ ン セ ル シス テ ム と NOS の 比較研究は ， 19ア5年に

Judd とNickersona ｝
が行 っ た 。 1987年には Bil】−

meyer とBenGuya3 ）
も これら両シ ス テ ムを比較し，

マ ン セ ル色相と NOS 色相が解析的に 関係するよう に

は記 述 で き な い と結 論 し た 。 1994年 に Robert −

＄o 〔
4＞
は ， NOS とマ ン セル シ ス テ ム に は相変わ らず

小さなもの で あるが差異が存在して い る こ とを述べ て

い る 。 19B6年 に は Derefeldt と Sahlin5 ＞
は ，

NOEi に つ い て の デ ータ を OELAB に転 換 し，

NCS とCIELAB シ ス テ ム との 間に は簡単な関係も

存在 しな いと結論づ けて いる。

　 NOS の 基本色 は色相環構成上固定され て お り， こ

の 位置関係にお い て感覚的な等間隔性はな い 。 マ ン セ

ル シ ス テ ム のよ う に 等間隔控を求め た 色根環 と の比較

では当然の帰結と い える。

　 しか し， NOS の カラ
ー

ア トラ ス を み ると ， 基本色

にはさまれ た中間色相は比率尺度 で構成され て い る と

いわれて い るが ， 距離尺度的性質も表 して い るように

見え る 。 も し，NOS の 中間色相が距離尺度的な性質

を持 っ て い るとすれば，マ ン セ ル シ ステ ム の色相環 と

何 らかの関係を示すもの と仮定 した解析は行われ て い

な い。
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表 1 比較に用い た40色相の 基準値
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　3．マ ンセルシステムとNCS の色相環の比較

　3．1．4D色相の比較

　マ ンセ ルシス テムと NO ∈3の色相の比較にあた り，

」旧 標準色票の 中か ら最高彩度を示す40色相の色を

選 び （表 1），そ の 基準値か らNOS 値に 変換した 。

変換に は久下
6）
の プ ロ グラム を利用 した 。

　標準色 票の 40色相か ら変換し ， 得 られた NOS 値の

色相角で表したのが図 1 （簡略化 して 20色相をプ ロ ッ

トして いる）で ある 。 マ ン セルシ ス テ ム における色相

環の 5R を頂点 として マ ン セル色相の 回転方向に合わ

せ て 表示 して い る 。 マ ン セル 表記 に おい て は本来な ら

ば等 間 隔 で 表 さ れ る 色相で あ っ て も，NOS 表記 に変

換ずる と こ のよう に色相間隔の均等性が失われる 。 こ

の よ うな 色 ス ケ
ール の均等性を比較する手法 は先立 つ

研究で も見 られ る 。

　 　 　 　 　
　 　 　 　 　

図 1 マン セル伽 0色相をNOS の色相角で表記 （20色相分）

表 2　 NCS 基本有彩色に対応するMun6ell−Hue

elトHue　　　　　乙≧

（4 ）

（25）

（45｝

L 一塑」四

→
←

→

←

＃

零

NCS−Hue

R （200｝
Y （100）
G （400）
B （300）

　知覚的等間隔性に よる色スケ
ー

ルをもつ マンセルシ

ステムの構造が NOS に変換する こ とによ っ て崩れる

という こ とは，マ ン セル シス テ ム とNOS の 根本原理

が異な る こ と に起因する 。

　 NO ＄で は基本色か ら隣り合う基本色ま で の 間隔の

ス ケ
ー

ルを重要とす る の で はな く，対立する 基本色

つ ま り軸の 両端で は相反する反対色Y と B ，R と〔∋を

置くと いう概念に根本原理をお い て い る。その 2つ の

直交軸によ っ て分割された四分円 で 表される ス ケ
ー

ル

が知覚的に等 しい とい う こ とを問題に して い る 訳 で は

な い 。

　しか し基本色の位置が決まれ ば， その間 に存在する

中悶色相は基本色を基準と して ス ケ
ー

ル化を行 う こ と

になる 。 マ ンセルシ ス テム で はその基準となる基本色

相を含んだ知覚的等問隔性に基づ く全色相の ス ケ
ール

化を行う の に対して，NOS では基準となる基本色か

ら隣の基本色まで の色相問 に 関 してのみ ， その基本色

に対する類似度で 色相を表現する 。 つ ま りNO ∈3で は

分 断 され た 4 つ の基 本 色 間，Y − R 間 ，
　 R − B 間，

B − G 間 ， G − Y 間 に よ っ て 色相の ス ケ
ール 化 がそれ

ぞれ に異なる ことになる 。

　マ ン セ ルシス テ ムとNOS の そ れぞれの ス ケール化

を比較するため には，NOS の こ の 4っ の 分断された
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基本色間こ と に行う 必要がある 。

　マ ンセ ルシス テムとN 〔⊃S それぞれの表色系の色相

の特徴を表す高彩度域の色相の 関係を，国際標準化機

構技 術委 員会 i87号 （知 寛 色 の 表 記〉（以 下 旧 0 ／

TOIB7 とする）国内委員会では表 2の よう に対応づ

けて い る 。

　表 2の色 相対応 表を も とに，4R ， 5Y，50 ，10B

を NO ＄の 基本色に対応 レて い る基準の色とした。さ

らにこれらを比較する色相の両端 となるアンカー色と

して4R − 5Y 間，5Y − 5〔∋間，5〔∋− 10B間，10B− 4

B 間を 4つ の分断された色相間とみなした 。 なお，表

2の 括 弧 内 の 数値 は Muns 〔∋lI−Hue で は 10D色 相 分

割で の 色相番号 ，N 〔）S −Hue で は Y を 1DDと規 定 し

他の基本色を2DO，3DO，409と色相位置を定め て い る

が この表記は筆者が解析上用 いている表記法 で ある 。

　 こ の ア ン カ
ー

色 の 座標位置が同 じ位置に存在するよ

うに座標変換 し， 二 つ の アンカ
ー

色の間にある色をそ

れぞ れの シ ス テ ム に お い Z の 距 離関係が損なわれな い

ように直線補間で座標変換した 。 座標変換にお い て ア

ンカ
ー

色の座標位置はマ ン セルシステムの座標 系と同

じ位 置に な る よう に NO ＄値を変換 して い る。そ の 結

NCS刑 ue25
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45NCS
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果を図 2 に示 した 。 左図か ら4R − 5Y色相間，5Y − 5

〔∋色相間 ， 5G − 1DB色相問 ， 10B− 4R色相間を表 し

て い る。こ の図の縦軸座標は NGS −Hue の距離関係

を MunselFHue と対応するように値が変換 され て

い る 。 また図で プ ロ ッ トされて い る 点 の個数の違い は，

選択された40色 の ア ン カー色間に内挿ざれる色数で あ

る 。

　これらの図を見るとそれぞれの ア ン カ
ー色間 に プロ

ッ トされた点 は直線 に近いS 字形状の分布を示 して い

る 。 この ように完全な直線関係を示して い な い とはい

え， 4 つ の ア ン カー色間に配置されて い る色相の 闘隔

にそれほど大きな差がない こ とを意味 している 。

　また ， 図中 で 矢印 の 位置 は Munsell −Hue にお い

て ア ン カー色間の 中央の 色相位置を表 して い る 。 こ の

図で
一番上の R − Y アンカ

ー色聞の横軸と縦軸の値が

少 し遷 っ て い るが，それ以外の図 で は横軸 ・縦軸の値

がほとんど同 じである 。 この ことは Y − G ， 〔∋
− B ，

B − R におけ る ア ン カー色問の 中央 に存在す る 色相 は

ほとんど同じ色が配置されて い る こ とを表 して い る 。

3．2．実験デ
ータによる確認

　　　　　　　　　　　　筆 者 ら は ISO ／TO187

　　　　　　　　　　　国内委員会 の 実験指針に 基

　　　　　　　　　　　づ L｝zrN〔⊃S 色表記の確認

50　　　 55　　　 6065 　　　 70

　 M 田 sel「
−Hue

5Mtinsell
−Hue

図 2　40色相の 基準値を用 いたマ ン セ ルシ ステム とNCS の 色相比較
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実験 を行 っ て いる
7）

。 実験

に 用 い た 色 票 は 8 × 80mの

大 き さ で ， 14× 140mの

PHO 台紙の中央に貼付 し

（ い る 。 照明
・観測条件45

−n を満足させ る ため に45
度に傾斜 した 試料台を 用 い

て い る 。 照明ボッ クスには

T 社 FL20S ・ローEDL −・

D65 ［溟色 AAA ］を B灯

使用 し，中心照度 （平面照

度）は20001x， 試料面照度

（45度）は 1S501xで あ っ た 。

被験者 は26名 で あ り，基本

的に色 に対する知識 はない

が ， 数名がマ ン セル シス テ

ムを知 っ て おり， そ の う ち

2名がNO ＄も知 っ て い る 。

　 この 実験 の ための 55枚の

色票に はY 系が旧枚，R 系
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表 3 異験結果か ら得ら れた色票 評価値と各シ ス テ ムで の色相値

？0

　 　 90

黒
み

完全ほ熟

図 3　 実験の回答用紙

が 11枚，B 系が 10枚，0 系

が 9枚と基本有彩色の中間

色相 を 確認するため の もの

が Y50F『，
　 R50B ，

　 BsD

〔∋，G50Yを内包するよう

にそれぞれ 3枚ずつ 準備さ

れている 。

　色票は被験者に 1枚ずつ

ラ ン ダムに提示し，
一

色票

に つ き
一
枚の回答用紙 （図

3）に 記述して もらう。色

相判断は基本色 を端点とす

る Y − R 軸，R − B 軸，

B − 0 軸，G − Y 軸か ら軸

を選択し， その 端点からの

割合を心理 学的な絶対判断

比率尺度として回答する 。

　筆者が行 っ た 1994年度の

実験デ ータから得ら れた色

相評価の平均値 （評価値）

と 実 験 色 票 の 色 相 値

（NOS −Hue ＞を 比 較 し

た 。 さらに表 2の蟇準点を

縺色

NCS嗣 ue225

200

准ア5

150

125100

色票 番号 N（s −Hu9 評価値
匡UDsel1 −
　 KUB

色 票番 号 HCS一恥 e 評価値
Kuロsel1 −
　 Hue

エ0011Dl106 ．54lOO ．48 3001302299 ．42299 ．19
王00210G103 ．2799 ．05 3002301300 ，38299 ．59
1003101104 、2S98 ，10 3003301300 ．38299，59
10041Dl10 王，5496 ，67 30D4301298 ．08300 ．41
10059885 ，77100 ．oo 30053D1300 ，77299 ，19
10069893 ．08100 ．48 3006302297 ，69299 ，19
1DO798104 ．2398 ．57 3DO7301299 ．54299 ，59
10089893 ．08100 、00 3008303301 ，！5298 ．78
10099879 ．23100 ．48 3009303301 ．15299 ．19
10五G9595 、33100 ．00 3010303304 ．23300 ．41
1201136143 ．46146 、19 3401338336 ．54339 ．52
1202149154 ．23156 ．67 3402351350 ，38350 、93
1203168 廴64．23172 ．38 3弓03365353 ，85359．89
2DG1203199 ．23200 ．00 4001409406 ．92409 ．59
2002197 廴92．69199 ．05 4002408409 ，62407 ，96
2DO319S199 ．42200 ．00 4003409400 ．77409 ，59
2DO4199200 ．巳8200 ．00 4004408397 ．69409，19
2DO5 ユ99199 ，35200 ．00 4005409411 ．15409 ．19
20G61 §8201 ．73199 ，05 4006409 《0工．92409．19
2DO7201207 ．50200 ．95 4007409381 ．92407 ，56
20082G2212 ，69199 ．52 4008409408 ．85410 ．OD
2009203208 ．46200 ．4＆ 4009408400 ．88407 ，56
201D210206 、92200 ．oo 4101434435 ．19438 ．OO
201玉 214215 ．OO200 ．95 4102448451 ．正5448 ，50
2301238236 ．15234 ．4141043451 ．亙541 ，00
2302252245 ，77251 ．76
230322 　 15270 ．2

75
　 75　　　100　　125　　150　　1ア5　　200　　225

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 騨価値

Munsell−H凵e225

200175

15G

i25100

75
　 75　　　100　　125　　150　　 175　　200　　225

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 騨価俄

NCS−Htie325

300

275

250

225

2eo

175

　 ×
×

×皴

XX

X

嬰

175　　200　　225　　250　　275　　300　　325

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 評価値

Munsell− ue325

300275

250

225200

175175
　　200　　225　　250　　275　　30D　　325

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 評価優

図 4　実験結果から得られた色相評価値 と各 シス テ ム との 比鮫

　　 上段がNCS と評価値の 比較， 下段がマ ンセ ルとの比較

用 いて 前章とは逆 にマ ン セル色相値を NOS 色相値に

基準化 （墓準化 したも の をMunSeHHue とする ）

し，評価値と比較した データが表 3である 。

　図 4 は左図がY 系R 系色相問，右図がR 系B 系色相

間 の 実験 結果を 表 して い る 。 こ れ らの 図の 上 図は

NO ＄−Hue と評価恒を比べ た も の で あ り ， 下 図は

NOS 系に基準化された Munsei トHue と評価値を

比較 したもの である Y 軸上の数値 100は基本色Y を，

［ ：一 ］ 128 ［二＝ 一 ］
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200は基本色 R を，BOOは基本色 Bを表 して い る 。

　こ の実験で の 基本色近傍の色票群はマ ン セル シ ス テ

ム で 同一色相か ら 選ばれて お り，そ れ ぞ れ 明清色
， 晴

清色の中間，白 e 黒 ・純色の中央を調 べ られるような

色票 によ っ て構成されて いる。 基本色の中間を調べ る

色票は純色が採用ざれ て い る 。

　300付 近 で は 評 価 値，NOS −Hue ，　 Munsel ト

Hue と も に集中 して お り， 被験者の 色相 判断 と 各 シ

ステムの色相値 にそれほどの差がない こ とを表 してい

る 。 しかし ， 100，200付近の評価値が横軸上 に分布し

て い る の は，そ れ ぞ れの シ ス テ ム の 同
一

色相面 に対 し

て評価者が同
一

色相面として評価して い な い こ とを表

して い る 。

　しかも ， マ ンセルシ ス テム で は等色相断面 とみなさ

れる赤色系列の色票が ， NOS で は等色相と して とら

え ら れ て い な い こ とが表 され て い る 。 今回実験に 用 い

た色票の中では，等色相断面の とらえ方の違い は赤色

系列以外の色相で は見 られなか っ た
。 赤色系列の色票

に対する NOS の 色相の とらえ方は ， 評価値とお おむ

ね対応 して い る 。 NOS で の赤色系列の 色相は ， 黒 み

量 が多くなる と マ ン セ ル シ ス テ ムの 同
一

色相面 に 比べ

青寄 りの色を同
一色相面と し て組む入れて い る こ と に

あると思われる 。

　基本色の中間を調べるため に用 いた色票の被験者に

よる中位点評価は両シ ス テ ム ともほとん ど同じ座標位

置 を 示 し て お り特別な差があ る よ う に は 見 られ な い 。

　4．考察及び結論

　例えば NOS か ら色相の概念 を取 り上 げ，　 Y ，
　 R，

B ，G と い う基本有彩色の 4色を基準と した ときに，

その中間 に 現れる色 は ，
シ ス テ ム が異な っ て い て も同

じであると思われ た 。 NOS の基本色か ら同 じ程 度に

類似 して いる 中位の色 相 ， Y50R ，
　 R50B ，

　 B500 ，

G50Y で 表される色は，　 NOS に対応づ けられた マ ン

セ ル シ ス テ ム で の基準となる色相，4R，5Y，5〔∋，

10E3から同 じ知覚的等差距難に存在する色 とほ ぼ等 し

い と い うこ とが いえる 。

　NG ∈∋の 基本有彩色の間 に 知覚的等間隔性がな い と

するにせよ，隣 り合 っ た基本色 の中間を知覚的 に何ら

か の 方法 で ス ケ
ー

ル化 したとき ， 知覚される色 は本来

こ の ような等間隔性を有して い る も の と考え られ る。

認識 で きる色空間に関して は ， シス テ ム の 起源 の 違 い

はあ っ て も完成 された シ ス テ ムには共通 1生があるとい

えるだろう 。

　色空間をあらわすため の 平 面的展 開を行っ たカ ラ
ー

ア トラ ス にお い て は， カ ラ ーオーダーシス テ ム の 思 想

によ っ て，NOS な ら反 対色説に墓つ く基本色 の 直交

軸と い う形で，マ ン セ ル システムなら等闘隔であると

いう形をと っ て 視覚的表現され て い るに過ぎな い。 マ

ン セル シ ス テ ムは小さな感覚的 に等 距離 で ある ス ケ
ー

ル を積み 璽ねて い く こ と によっ て 色空間の全体的な均

等性を 得 て い る 。 そ れ に対して NOS で は ， あ る 色 を

呈示 したとき個人の頭の中 にある蟇本色をもとにして

その色を絶対判断 で 評価する 。

一
見すると到底

一
致し

そ う もな い 手段を用 い て シ ス テ ム そ の も の が構成 さ れ

て い て も，より包括的な色の世界に お い て は差が余り

な い こ とが伺え る 。

　今回の比較では N 〔⊃Elの考えに墓つ い て作られたカ

ラ
ー

ア トラ ス の基準値を用 い て行 っ たもの で ， こ のカ

ラ
ー

ア トラ ス が ISO ／TO 旧 ア国 内委 員会 の 行 っ て い

る実験とどのように
一致するかは今後の実験結果を待

つ 必要がある。

　 これまで
一

致す る要素が ほとん ど無 い と考え られて

い た NOS とマ ン セル シ ス テ ム の 色相環が NOS の 基

本有彩色を ア ン カ ー色 と して 中間色相を比較する と，

YR 系のわずかな差はある に してもほとん ど一致する

こ と がわか っ た 。 ア ン カ
ー

色を NOS から と り， マ ン

セ ル表色系 で の色相をそれ に
一
致するように色相間隔

を伸び縮み させ て も中間色相の位置関係が崩れな い と

い う こ と「よ マ ン セ ル 表色系で の色相表現が色相の 知

覚的等間隔性を持 っ ているものだと考える こ とが で き

る。 も っ とも こ の ような こ とが言えるの は ， 今 回比較

したような高彩度域の こ とで あ り，低彩度域につ い て

は今後の検討が必要である 。
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